
平
成

27年
度
末
の

事
業
費
ベ
ー
ス
で
の

進
捗
率
は
、
大
宮
西

部
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
で
は
約

92％
、

指
扇
土
地
区
画
整
理

事
業
で
は
約

22％
で

す
。指
扇
土
地
区
画
整

理
事
業
で
す
が
区
画

整
理
地
内
外
を
つ
な

ぐ
道
路
は
幅
員
が
４

メ
ー
ト
ル
程
度
の
生

活
道
路
し
か
な
く
、

地
域
の
利
用
に
加
え

西
大
宮
駅
へ
の
送
迎

の
利
用
と
い
っ
た
こ

と
も
増
え
て
い
る
こ

と
、
近
隣
小
学
校
の

通
学
路
と
も
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当

該
道
路
の
混
雑
や
安

全
確
保
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
区
画
整
理
地
外

の
道
路
整
備
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
と
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
今

年
度
か
ら
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
の
調
査
に

着
手
す
る
と
の
事
で

し
た
。
（
質
問
詳
細

は
２
面
に
て
）

Ｊ
Ｒ
西
大
宮
駅
南
側
の

指
扇
土
地
区
画
整
理
事
業

ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
へ

さいたま
市議会議員
（西区選出） 金井康博
市政レポート ～第３号～

かない やすひろ

平成２８年１１月（１）

至
日
進
駅至
指
扇
駅

埼玉栄高校

指扇中学校

西区役所

大宮西部特定土地区画整理事業

指扇土地区画整理事業

西大宮駅

西大宮駅

三橋プール

文化
センター通り

至
け
や
き
台

至
大
宮
西

警
察
署

指扇土地区画整理

事業範囲

アクセス道路アクセス道路アクセス道路アクセス道路

西
大
宮
駅
周
辺
地
域
に
て
、
Ｊ
Ｒ
川
越
線
を
挟

み
、
北
側
は
都
市
再
生
機
構
施
行
に
よ
る
大
宮

西
部
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
、
南
側
は
平
成

17年
度
か
ら
さ
い
た
ま
市
施
行
に
よ
る
指
扇

土
地
区
画
整
理
事
業
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

わかば通り



さ
い
た
ま

市
議
会

定
例
会

に
お
い
て

市
政

に
対
す
る

一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た

さ
い
た
ま
市
全
体
に
係
る
問
題
や
西
区
に
係
る
問
題
な
ど
、

市
民
の
生
活
や
、
未
来
の
さ
い
た
ま
市
に
つ
い
て
の
質
問
を

さ
せ
て
頂
き
、
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。

【
金
井
康
博
質
問
】

指
扇
土
地
区
画
整
理
事
業
は
幅
員
の
大

き
な
道
路
に
接
し
て
い
な
い
た
め
大
型
車

両
が
入
っ
て
こ
ら
れ
な
い
。

西
大
宮
駅
南
口
か
ら
南
へ
延
び
る
都
市

計
画
道
路
の
指
扇
中
央
通
線
を
区
画
整
理

事
業
地
区
外
へ
延
長
し
て
い
く
と
、
大
宮

西
警
察
署
か
ら
イ
オ
ン
大
宮
西
店
前
を
通

る
市
道
の
文
化
セ
ン
タ
ー
通
り
が
交
差
す

る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
道
路
整
備
を
す
る
こ

と
で
、
大
型
車
両
の
進
入
ル
ー
ト
と
な
り

得
る
道
路
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

【
都
市
局
長
答
弁
】

西
大
宮
駅
か
ら
南
へ
延
伸
す
る
都
市
計

画
道
路
の
指
扇
中
央
通
線
に
つ
い
て
は
、

区
画
整
理
地
区
外
の
具
体
的
な
整
備
計
画

は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。地
区
西
側
の
調
節
池
、
あ
る
い
は
都
市

計
画
道
路
等
の
大
規
模
工
事
を
行
う
た
め

に
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
大
型
車
両
の
通

行
、
あ
る
い
は
大
型
重
機
の
搬
入
路
の
確

保
が
必
要
だ
が
、
地
区
周
辺
を
含
め
た
道

路
状
況
が
脆
弱
な
た
め
、
現
在
の
ま
ま
で

は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
区

画
整
理
地
区
内
と
周
辺
道
路
と
の
連
携
を

図
り
、
西
大
宮
駅
か
ら
南
へ
延
伸
す
る
指

扇
中
央
通
線
と
、
大
宮
西
警
察
署
か
ら
西

に
延
び
る
文
化
セ
ン
タ
ー
通
り
の
整
備
を

行
い
、
三
橋
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
改

善
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。ア
ク
セ
ス
道
路
予
定
地
の
土
地
所
有
者

な
ど
権
利
関
係
の
調
査
、
測
量
な
ど
、
区

画
整
理
地
区
外
の
道
路
整
備
の
事
業
化
を

前
提
と
し
た
調
査
業
務
を
今
年
度
か
ら
ま

ち
づ
く
り
事
務
所
で
行
う
予
定
で
い
る
。

【
金
井
康
博
質
問
】

Ｊ
Ｒ
西
大
宮
駅
北
側
の
公
園
予
定
地
は

供
用
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
供
用
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
整
備
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

【
都
市
局
長
答
弁
】

今
年
度
中
に
工
事
着
手
を
し
、
来
年
度

に
は
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
街
区
公
園
の
早
急
な
完
成
に
向

け
て
、
引
き
続
き
協
議
、
調
整
を
行
っ
て

い
く
。

指
扇
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

学
校
飼
育
動
物

に
つ
い
て

１

２【
金
井
康
博
質
問
】

市
内
の
小
学
校
な
ど
で
は
、
鳥
や
ウ
サ

ギ
な
ど
多
く
の
動
物
を
飼
っ
て
い
る
。

家
で
動
物
を
飼
え
る
環
境
、
飼
え
な
い

環
境
の
児
童
関
係
な
く
、
交
代
で
餌
を
あ

げ
た
り
飼
育
小
屋
を
清
掃
し
た
り
し
て
い

く
中
で
動
物
に
触
れ
、
命
の
大
切
さ
、
育

て
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
、
思
い
や
り
の

心
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
動
物
た
ち
が
病
気
、
け
が
を

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
学
校
飼
育
動

物
と
地
域
獣
医
師
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う

に
と
っ
て
い
く
の
か
。

【
教
育
長
答
弁
】

動
物
と
直
接
触
れ
合
う
子
供
た
ち
の
健

康
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
埼
玉
県

獣
医
師
会
さ
い
た
ま
市
支
部
の
獣
医
師
の

方
々
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

獣
医
師
の
方
々
に
教
育
委
員
会
の
指
導

主
事
が
一
緒
に
同
行
し
、
各
学
校
を
巡
回

し
、
飼
育
動
物
の
健
康
診
断
を
実
施
し
て

い
る
。
各
学
校
に
お
け
る
飼
育
動
物
の
健

康
状
態
の
診
断
や
簡
単
な
治
療
、
あ
る
い

は
飼
育
環
境
に
つ
い
て
の
点
検
及
び
各
学

校
へ
の
指
導
、
助
言
を
獣
医
師
の
方
々
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
各
学
校
で
飼

育
動
物
の
診
察
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
獣
医
師
の
方
々
に
、
学
校
飼
育
動
物

の
治
療
を
お
願
い
し
、
治
療
費
に
つ
い
て

は
診
察
い
た
だ
い
た
獣
医
師
か
ら
の
請
求

に
基
づ
い
て
、
教
育
委
員
会
が
直
接
獣
医

師
の
方
々
と
相
談
し
て
お
支
払
い
を
し
て

い
る
。

【
金
井
康
博
質
問
】

獣
医
師
会
か
ら
、
自
分
た
ち
も
か
な
り

負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
お
声

も
聞
い
て
い
る
が
。
予
算
に
関
し
て
財
政

的
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
。

【
財
政
局
長
答
弁
】

予
算
の
確
保
と
執
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
善
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
教
育
委
員

会
と
協
議
を
し
た
上
で
対
応
し
て
い
く
。

【
教
育
長
答
弁
】

獣
医
師
会
の
ほ
う
の
負
担
部
分
も
多
少

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
財
政
当
局
等
と
し
っ
か
り
と

連
携
し
な
が
ら
、
最
善
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
協
議
を
し
て
い
く
。

ペ
ッ
ト
と
は

３【
金
井
康
博
質
問
】

ひ
と
り
暮
ら
し
や
核
家
族
が
増
え
る
中

ペ
ッ
ト
と
い
う
の
は
家
族
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
は
ペ
ッ
ト
と
は
ど
う
い
っ
た
存

在
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

【
保
健
福
祉
局
長
答
弁
】

従
来
、
愛
玩
動
物
と
し
て
考
え
ら
れ
、

人
の
心
を
癒
や
す
存
在
と
し
て
大
切
に
育

て
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年

の
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
を
背
景
と
す

る
中
で
、
動
物
を
単
な
る
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
育
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

家
族
の
一
員
で
あ
る
伴
侶
動
物
と
考
え
る

方
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

（２）平成２８年１１月



ペ
ッ
ト
は
、
飼
い
主
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
存
在
と
考
え
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難

に
つ
い
て

４
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
つ
い
て

６

状
と
課
題
の
部
分
に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
同
様
の
並
び
で
新
た
に
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
を
明
記
し
、
障
害
者
に
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
伝
え
る
た
め
に
必

要
な
人
材
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
使
い
道
と
し
て

本
市
の
次
代
を
担
う
小
中
学
生
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
支

援
の
２
つ
の
大
き
な
柱
を
念
頭
に
置
い
て

検
討
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
支
援
と

し
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
指
定
選
手

を
対
象
と
し
た
支
援
事
業
等
を
検
討
し
て

い
る
。

【
金
井
康
博
質
問
】

ペ
ッ
ト
の
避
難
に
つ
い
て
、
熊
本
地
震

の
報
道
で
も
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
ら
れ
、

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
避
難
所
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
ほ
か
の
方
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
に
、
屋
内
の
施
設
に
入
れ
な
い
な
ど

の
事
態
が
発
生
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

同
行
避
難
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

避
難
所
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
例
え
ば
公
民
館
区
単
位
で
あ
る

と
か
、
各
区
に
１
カ
所
ず
つ
で
も
ペ
ッ
ト

と
家
族
が
一
緒
に
避
難
で
き
る
避
難
所
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

【
保
健
福
祉
局
長
答
弁
】

被
災
動
物
を
放
置
す
る
こ
と
で
、
そ
の

後
の
保
護
・
給
餌
活
動
が
困
難
と
な
っ
た

り
、
飼
い
主
が
世
話
の
た
め
に
自
宅
に
戻

り
二
次
災
害
に
遭
う
危
険
も
あ
り
、
こ
れ

ら
を
防
止
す
る
た
め
に
ペ
ッ
ト
を
同
行
し

て
、
ま
ず
は
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
は
家
族
の
大
切
な
一
員
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
熊
本
市
の
事

例
を
は
じ
め
と
し
た
先
例
を
参
考
に
、
飼

い
主
が
安
心
し
て
ペ
ッ
ト
と
避
難
で
き
る

よ
う
各
区
に
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
お
い
て
、

ペ
ッ
ト
と
同
居
で
き
る
場
所
の
設
置
に
つ

い
て
課
題
を
整
理
し
、
地
域
防
災
計
画
改

定
に
向
け
専
門
家
の
御
意
見
を
伺
い
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

画
的
に
市
民
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
適

切
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
大
規

模
水
害
の
発
災
前
か
ら
関
係
者
が
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
し
て
い
く
。

さいたま市議会定例会において市政に対する一般質問の状況。

（３） 平成２８年１１月

災
害
時
の
対
応
に

つ
い
て

５【
金
井
康
博
質
問
】

災
害
の
少
な
い
さ
い
た
ま
市
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
さ
い
た
ま
市
に
お
け
る
風
水

害
、
雪
害
の
防
災
計
画
整
備
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
清
水
市
長
答
弁
】

さ
い
た
ま
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
本

市
域
を
対
象
と
す
る
大
雨
や
洪
水
、
大
雪

な
ど
の
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に

は
、
危
機
管
理
部
や
建
設
局
な
ど
の
関
係

部
局
の
職
員
が
参
集
し
、
ま
ず
準
備
態
勢

を
整
え
る
。

台
風
の
接
近
、
市
域
内
の
積
算
雨
量
や

河
川
水
位
が
一
定
の
基
準
を
超
え
る
な
ど
、

被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
風
水
害

警
戒
本
部
を
、
ま
た
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
の
発
生
が
見
込

ま
れ
る
場
合
に
は
、
市
長
を
ト
ッ
プ
と
す

る
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
雨
量
、

水
位
情
報
の
収
集
、
ま
た
道
路
被
害
等
へ

の
応
急
措
置
、
避
難
所
の
開
設
な
ど
の
災

害
対
応
に
当
た
る
。

平
成

27年
関
東
・
東
北
豪
雨
に
お
い
て
、

常
総
市
で
避
難
勧
告
の
発
令
が
遅
れ
た
こ

と
で
被
害
を
大
き
く
し
て
し
ま
っ
た
事
例

を
受
け
て
、
本
市
で
は
避
難
の
時
期
、
ま

た
区
域
を
適
切
に
判
断
す
る
た
め
の
水
害

対
応
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
策
定
し
て
、
そ

の
上
で
気
象
状
況
な
ど
の
各
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
て
、
気
象
台
、
荒
川
上
流
河
川
事
務

所
、
そ
し
て
市
、
市
民
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
記
載
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
昨
年

度
中
に
策
定
し
た
。

こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ
り
計

【
金
井
康
博
質
問
】

ス
ポ
ー
ツ
は
誰
も
が
楽
し
め
る
も
の
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

昨
年
度
さ
い
た
ま
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

の
基
礎
と
言
え
る
さ
い
た
ま
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
見
直
し
が
行
わ

れ
た
が
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
部
分
に
関
し

て
ど
の
よ
う
に
改
定
が
行
わ
れ
た
の
か
。

２
月
定
例
会
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
施
策

の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
関
係
条
例

が
上
程
さ
れ
可
決
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
に
つ
い
て
、
基
金
の
使
い
道
と
し
て
検

討
し
て
い
る
内
容
や
方
向
性
と
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支
援
も
含
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
。

【
ス
ポ
ー
ツ
文
化
局
長
答
弁
】

計
画
の
施
策
体
系
に
お
け
る
基
本
施
策

の
柱
の
一
つ
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
据
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
障
害
者
の

社
会
参
加
及
び
障
害
に
対
す
る
理
解
を
促

進
す
る
こ
と
と
し
た
。

次
に
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
活
動
の
現
状

と
課
題
の
部
分
に
お
い
て
、
新
た
に
障
害

者
等
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
項
目
を
加
え
、

全
て
の
市
民
が
障
害
の
有
無
や
、
障
害
の

種
別
・
程
度
を
超
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
交
流
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
を

示
し
た
。

ま
た
「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
活
動
の
現



〈
生
年
月
日
〉

昭
和

48年
１
月
６
日
現
さ
い
た
ま
市
西
区

生
ま
れ

〈
経
歴
〉

昭
和

63年
大
宮
市
立
植
水
中
学
校
卒
業

平
成
３
年
埼
玉
県
立
浦
和
東
高
校
卒
業

平
成
９
年
東
洋
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科

卒
業

平
成
９
年
㈱
ガ
イ
ア
ー
ト
ク
マ
ガ
イ
入
社

(平
成

14年
退
社

)

平
成

14年
㈱
イ
マ
ギ
イ
レ
入
社

(平
成

27年
退
社

)

平
成

27年
４
月
さ
い
た
ま
市
議
会
議
員
選
挙

初
当
選

〈
家
族
〉

妻
、
長
男
、
長
女
、
次
男
、
ね
こ

(２
匹
)

-
さ
い
た
ま
市
議
会
所
属
委
員
会

-

○
文
教
委
員
会

(所
管
事
項
：
ス
ポ
ー
ツ
文
化
局
及
び
教

育
委
員
会
に
関
す
る
事
項

)

○
大
都
市
行
財
政
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
特
別
委

員
会

○
企
業
会
計
予
算
決
算
特
別
委
員
会

さ
い
た
ま

市
立
中
等
教
育
学
校

(
仮
称
)

整
備
事
業

が
ス
タ
ー
ト

さ
い
た
ま
市
立
中
等
教
育
学
校

（
仮
称

）

整
備
事
業
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
て
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。
「
民
間
資
金
等
の
活
用

に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
）
」
第

12条
の

規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、

次
の
と
お
り
特
定
事
業
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。

●市⺠の皆様からのご意⾒・ご要望をお寄せください●

⾃由⺠主党さいたま市議会議員団 ⾦井康博

〒331-0059 さいたま市⻄区⽔判⼟231-5

（４）平成２８年１１月

金
井
康
博

TEL 048-788-2420
FAX 048-788-2421

E-mail: voice@kanai-nishi.com
HP:「⾦井やすひろニュース」で検索

「平成２８年９月定例会議案説明資料より」 ※これらのイメージ図は提案審査時に提出された物であり実際と異なる場合があります。

現
在
の
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
に
あ
る
、
さ
い

た
ま
市
立
大
宮
西
高
等
学
校
が
、
中
学
校
に
相
当
す

る
前
期
課
程
と
、
高
等
学
校
に
相
当
す
る
後
期
課
程

を
一
つ
と
す
る
、
６
年
制
の
学
校
と
し
て
中
等
教
育

学
校
に
改
編
さ
れ
ま
す
。

ＰＦＩＰＦＩＰＦＩＰＦＩ（Ｐｒｉｖａｔｅ Ｆｉｎａｎｃｅ Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ）と

は、公共サービスを市民に提供

するための新しい事業方式です。

民間の資金、経営能力及び技術

的能力を活用して公共施設等の

建設、維持管理、運営等を行う

ことにより、質の高いサービス

をより少ない財政支出で提供す

るものです。ＰＦＩの目的は、

「市民が支払う税金（Ｍｏｎｅｙ）に

対して最も高い価値（Ｖａｌｕｅ）を提

供する」こと、いわゆるＶＦＭ（バ

リュー・フォー・マネー）の実現にあ
ります。

事
業
名
称

事
業
名
称

事
業
名
称

事
業
名
称
：
さ
い
た
ま
市
立
中
等
教
育

学
校
（
仮
称
）
整
備
事
業

契
約

契
約

契
約

契
約
のの のの
相
手
方

相
手
方

相
手
方

相
手
方
：
株
式
会
社
さ
い
た
ま

ホ
ー
ム
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

※
株
式
会
社
さ
い
た
ま
ホ
ー
ム
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
は
、
落
札
者
で
あ
る
ユ
ー
デ
ィ

ケ
ー
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
等
が
出
資
し

設
立
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
特
別
目
的
会
社
）

契
約

契
約

契
約

契
約
金
額

金
額

金
額

金
額
：

８
，
４
５
２
，
１
０
４
，
６
８
８
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
含
む
）

契
約
締
結

契
約
締
結

契
約
締
結

契
約
締
結
日日 日日
：
平
成

28年

10月

21日

契
約

契
約

契
約

契
約
期
間

期
間

期
間

期
間
：
平
成

28年

10月

21日
～

平
成

49年

3月

31日

※
平
成

31年
４
月
開
校

「ふれあい広場」のイメージ 教育環境の整備イメージ

外観のイメージ（敷地の南東側から）


